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研究成果の概要 

化学センサのプラットフォームとして採用した有機トランジスタは，溶液法で作製可能な電子デバ

イスである。ゲート電圧の印加に伴うスイッチング特性を示すため，適切な分子認識材料をゲート

電極上に修飾することで，標的種の捕捉に伴いトランジスタ特性は変化する。従って，固液界面で

の化学センシングが達成される。本センサプラットフォームを用いた更なる展開として，固液界面で

の有機化学反応のモニタリングに挑戦した。1) 有機硫黄化合物を自己組織化単分子膜として修飾

した有機トランジスタは，過酸化水素の添加に伴いデバイス特性の変化を示した。本応答は，界面

での酸化反応によって生じる電極表面の電荷とダイポールモーメントの変化に起因する。また，固

液界面における酸化と還元の変化に追従して，トランジスタ特性は変化したことから，大型の機器

分析装置を用いずとも，界面での可逆的な反応のモニタリングを可能とする有機デバイスの新たな

側面を見出した。 
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